
 
 

はじめに 
 
世界中が、現在、新型コロナウイルス感染症への対応に追われています。高等教育界にお

いても、オンライン授業・会議などが実施されましたが、学生・教職員共に戸惑っているの
が現状でしょう。わが国でも、デジタル化、オンライン化については、以前から議論が進め
られていましたが、人工知能（AI）などのデジタル技術の活用に課題があることが指摘され
ています。 
最近の高等教育における大きな潮流は、「学修者本位の教育」であり、「個々人の可能性を

最大限に伸長する教育」への転換が声高に叫ばれています。学修者本位の教育の観点から、
一人ひとりの学生が自らの学びの成果（学修成果）として身につけたコンピテンシー（知識
やスキルだけではなく、自律性、責任感、倫理観などを含めた能力）を自覚し、活用できる
ことが求められています。学生が、その学修成果を自ら説明し、社会の理解を得ることも肝
要です。 
高等教育機関に対する期待は、「リカレント教育」です。日本では、少子高齢化が急速に

進み、人生 100 時代を迎え、18 歳人口が減少している現状のもとで、わが国全体の生産性
をあげるためにリカレント教育は喫緊の課題です。 
 
以上のような認識を基盤として、当機構は、令和３年度文部省委託事業「職業実践専門課

程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」として、次の三つの事業を提案し、採択され
ました。 
A FD・SD事業「体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・普及・展開」 

専修学校の教職員が、多様な学生を対象とした生産性の高い学修を推進するために必
要な知識・スキルを研修するためのプログラムを構築し、オンライン双方向授業を実施
しました。 

B コンピテンシー事業「学校評価の充実等を目的とした資格枠組の共有化・職業分野別展
開とその有効性の検証」 
学修成果の可視化および国際間、教育セクター間における人材・教育材の流動性を高め
る目的で作成した資格枠組について、複数の職業分野において共有化を図るとともに、
有効性を検証しました。 

C ポートレート事業「職業実践専門課程版ポートレートの構築」 
説明責任を果たし、情報公開を促進するために、学修に必要な情報を効率的に入手する
ことが可能となり、職業教育の国際通用性にも配慮したデータベースシステムの構築
に取り組みました。 

 
本書は、以上のうち、令和３年度における A（FD・SD 事業）の主な成果として、カリキ



 
 

ュラム、シラバス、教材および調査を中心にまとめたものです。本事業は、専修学校教職員
の「履修証明プログラム」修了を可能とする FD・SD プログラムとして実施しました。本
プログラムが専修学校における専門職高等教育の質保証・向上に役立ち、さらに日本の生産
性向上に貢献できることを願っております。 
なお、本プログラムの開発・実施にあたっては、ハリウッド大学院大学のご協力をいただ

きました。また、多くの専修学校や専門職大学院の実施協力をいただきました。この場を借
りて厚くお礼申し上げます。 
 

令和４年３月 
一般社団法人 専門職高等教育質保証機構 

FD・SD 事業 実施委員会 
委員長 川口 昭彦 
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1 本事業の概要 
 本事業では、3年計画で、専門学校の教職員を対象とした FD（Faculty Development）と
SD（Staff Development）における履修証明書の発行も可能な体系的研修プログラムの構築
方法をパッケージ化し、実用化を進める。 
 初年度は、枠組(パッケージ)の構築と実際の履修証明プログラムを実施し、2 年目は、枠
組の改善と他の高等教育機関（専門学校）による教職員研修プログラムの企画・実践へと枠
組の展開を試み、3 年目は、さらなる改善と分野固有の研修プログラムの開発へと枠組の応
用を試みる。3 年間の取組を通じて、専門学校の教職員を対象とした研修プログラムの多様
な実用化を実現する計画である。 

 
図 1 本事業の全体計画 

この取組の先駆けとして、初年度（令和 2年度）では以下のプロセスで事業を実施した。 
① 履修証明プログラム実態等の調査 
 既存の履修証明書発行プログラムの実態等、実用的な要件定義のために有効な実例を収
集する。 
② 実用化のための枠組構築 
 制度、広報、運営、学修基盤、カリキュラム等の各方面から要件定義を行い、「専門学校
教職員研修履修証明プログラム」のパッケージを構築する。 
③ モデル講座の開発・実施 
 構築したパッケージに基づき、専門学校教職員の総合的な資質能力向上を目的とした履
修証明プログラム「専門職教育支援士」講座を開発・実施する。 
④ 展開方向性の検討 
 ①～④のプロセスを総括し、パッケージ機能の有効性、パッケージの展開の方向性等につ
いて検証し、本報告書をとりまとめた。その詳細について以下の章で述べる。 
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2 本事業の実施内容 

2.1 本事業の背景 
 現在、高等教育機関では学校種を問わず「マネジメント」、「内部質保証」の重要さがクロ
ーズアップされ、これらに対応する教職員の資質能力向上、すなわち、FD（Faculty 
Development）と SD（Staff Development）に対するニーズがより増している。 
もともと、教育基本法では、 
「…教員については、その使命と職責の重要性にかんがみ、その身分は尊重され、待遇の適
正が期せられるとともに、養成と研修の充実が図られなければならない。」（教育基本法第 9
条 2項、2006 年改正） 
として、FDの必要性がうたわれている。 
 加えて、大学の場合、大学設置基準の 2017 年における改正により、 
「大学は、当該大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、その職員に必要
な知識及び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修の機会を設
けることその他必要な取組を行うものとする。」 
という一文が加わり（第 42 条 3 項）、学校の職員についても SD の必要性がうたわれるよ
うになってきた。 
 以上のことは専門学校においても同様である。 
専修学校職業実践専門課程の場合、「専修学校の専門課程における職業実践専門課程の認

定に関する規程（平成 25年文部科学大臣告示第 133 号）」において、その認定要件として、 
「専攻分野に関する企業、団体等との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育

課程の編成を行っていること」（第 2条 2項）、「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野
における実務に関する研修を組織的に行っていること」（第 2条 5項） 
が挙げられている。 
現在、1,000 を超える専門学校が職業実践専門課程の認定校となり、同数以上の専門学校

が高等教育の修学支援新制度の機関認定要件をクリアーしている。 
この現状において、当該専門学校では、継続的な内部質保証活動を推進し、「職業実践専

門課程のフォローアップ制度に応える」、「高等教育の修学支援新制度が求める入学者要件
管理を進める」などの対応が求められている。 
また、専門職高等教育機関として学修成果をあげ続けると共に、これらの対応を継続する

ためには、教職員の適切かつ日常的な取組が求められている。 
従って、教職員の資質能力の維持・向上には不断の努力が必要であり、それを効率的に進

めるには、標準的な FD・SD プログラムの枠組とその実用化のスキームが不可欠である。 
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2.2 本事業の目的と方法 
 本事業は、以上のような背景認識のもと、履修証明書制度などを活用して専門学校教職員
のモチベーションアップを図り、適切なカリキュラムによって効率的かつ効果的に資質能
力を向上させる仕組みの構築を目的とした。 
 この目的を達成するために、本事業では、専門学校教職員向けの総合的かつ体系的な研修
プログラムを実用化する枠組（パッケージ）を構築し、モデル実証的な観点から、その枠組
に合った履修証明プログラムを開発・実践する。 
実用化の枠組については、主として、制度面、広報面、運営管理面、学修基盤面、カリキ

ュラム面から検討を進めて文書化し、その内容を公開して普及を図る。 
 以上のプロセスは、令和元年度事業において当機構が実施した FD・SD プログラム実証
講座の成果を基礎とし、専門学校および専門学校関連団体、企業と連携しながら推進する。 
 本事業は 3年計画で進め、1年目では上記枠組の構築と総合的かつ体系的な履修証明プロ
グラムをモデル講座として実施した。以降、2 年目および 3年目では枠組の改善・精緻化を
進めるとともに、2年目には他の高等教育機関（専門学校）による教職員研修プログラムの
企画・実践に横展開し、3年目には分野固有の研修プログラムの開発に応用する縦展開を図
る。 
 

 
図 2 本事業の全体計画と令和 2年度の計画  
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表 1 本事業のスケジュール 
＜令和２年度＞  
 ・履修証明プログラム調査 
 ・パッケージ化（初期） 
 ・履修証明プログラム（モデル講座）開発（大学主導） 
 ・履修証明プログラム（モデル講座）実施 
 ・パッケージの検証 
＜令和３年度＞ 
 ・前年度モデル講座の詳細分析 
 ・パッケージ化（改善） 
 ・履修証明プログラム（モデル講座）開発（専門学校主導） 
 ・履修証明プログラム（モデル講座）実施 
 ・パッケージの検証 
＜令和４年度＞ 
 ・特定分野を対象としたパッケージ開発のために必要な調査 
 ・パッケージ化（職業分野別研修） 
 ・履修証明プログラム（モデル講座）開発（特定分野） 
 ・履修証明プログラム（モデル講座）実施 
 ・パッケージの検証 

 
 

2.3 本事業の特長 
 本事業の特長として、次の点を挙げることができる。 
●専門学校教員養成の実績を持つ高等教育機関が連携するものであること 
●多岐に渡る分野の専門学校の協力を得ることにより実効性の高いプログラム開発を期待
できること 
●質保証機関が受託することで、専門学校教員に求められる質リテラシーを身につけた 
成果を期待できること 
●職業教育マネジメント力育成の視点が加えられていること 
 
なお、当機構からは、本事業を含めて次の三つの事業を提案している。 

A FD・SD（授業改善・業務改善）をテーマとして、 
 体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・普及・展開（本事業） 
B 学修成果をテーマとして、 
 学校評価の充実等を目的とした資格枠組の共有化・職業分野別展開とその有用性の検証 
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C 情報公開をテーマとして 
 職業実践専門課程版ポートレートの構築（ポートレート事業） 
 この三つの提案事業は、職業実践専門課程の質保証・向上に直接・間接に貢献しようとす
る意味において共通性があることはもとより、A～C の各事業は互いの成果を相乗的に高め
合う位置づけにあるといえる。 
 

 
図 3 本事業を含めた三つの事業の連携 

 
さらに、委託事業を進めるにあたっては、共通の協力校を設定した試行・実験講座等を行

うことや、委員会や成果報告会の合同開催によって、質保証・向上活動の相乗的推進や旅費
の節減などを期待できる。  
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3 2 年目（令和 3 年度）の本事業の取組 

3.1 本事業の流れと令和 3 年度の取組 
図 2 の令和 2 年度の部分を中心に事業の全体の流れをさらに詳しく描くと、図 4 のよう

になる。 
本事業における取組は、すでに 2.２で述べたように、大きく次の４つの段階、すなわち、

①調査、②枠組構築（パッケージ化）、③モデル事業化、④検証と展開（令和 3年度、令和
4 年度）に分けて構想し実施した。 
令和２年度事業は、３年計画の初年度として、事業の骨格となる「プログラム開発パッケ

ージ」の構築とそれに基づく「モデル講座」の実施に重きを置いた。また、それら骨格事業
の前後に位置する調査や検証についても、２年目以降の事業につながるように取り組んだ。 

 

 
 

図 4 本事業の流れと各年度の取り組み 
 
「プログラム開発パッケージ」の構築においては、図 4 に示した、制度、広報、運営、学
修基盤、カリキュラム等の各方面から要件定義を行い、「専門学校教職員研修履修証明プロ
グラム」のパッケージを構築する。 
枠組構築のポイント（定義すべき要件項目）は次のとおりである。 

・制度面 
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履修証明プログラムとしての要件、高等教育機関としての実績その他についての要件 
・広報面 
受講者募集方法、成果の公開・共有の内容・方法、制度の普及・促進策その他 

・運営面 
学費設定、講師選定、履修管理、成績管理その他 

・学修基盤面 
オンライン学修基盤要件（オンデマンド、ライブ授業）、ユーザ研修の内容・方法その他 

・カリキュラム面 
科目体系・授業内容、シラバス・コマシラバスの内容・形式、教材の内容・形式、 

 演習問題の内容・形式その他 
 

3.2 令和 2 年度事業結果の詳細分析 
令和 3 年度の事業に取り組むのに先立って、令和 2 年度事業結果を詳細に分析すること

から開始した。令和 2年度事業では、科目ごとにアンケートをとる仕様になっているの
で、そのアンケート結果を分析した。以下はその結果である。 

 
A1 プロフェッショナルディベロップメント 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 
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（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 
担当の先生を始め、他校の先生たちの感想や意見を聞くことで、自己の視野も広がり学びにな

りました。ありがとうございました。 

専門学校の教員は、基本的に教育者としての指導を受けていない。（大学で教職課程を受けて

いる方を除く） 専門知識のみで教員となっている自分にとっては目の覚める思いでした。あり

がとうございました。 

改めて考えさせられることも多々あり非常に勉強になりました。また、オンラインでの学修も他

の教員の先生方の意見や感想も聞くことができ非常に参考になりました。ありがとうございまし

た。 

大野先生、三輪先生、ご教授ありがとうございました。ユーチューブ動画授業では正直、抽象的

な対象内容のため十分理解できている自信がありませんでした。しかし、ZOOM オンライン授

業で実際に先生方の実体験を交えた具体例をお聞きしたり、受講生の質疑応答を通じて理解

が進みました。専門学校教員は真のプロフェッショナルになれると言えるのか、真のプロフェッ

ショナルに近づくにはどのような努力や工夫が必要なのか、自分なりに考え直す良い機会にな

りました。 

分かっているようで全然分かっていなかったのでより明確で分かりやすらかったです。ありがと

うございました 

テクニック的な授業力の向上に目が行きがちでしたが、教育観や教員としての資質、能力の大

事さを改めて思い出すことができました。日々の業務に追われておろそかになりがちですが、

省察を行っていきたいと思います。ありがとうございました。 

いつもありがとうございます。内容的に理解が難しい部分もありますが、常日頃の業務遂行に

役立つことが多く勉強になります。引き続きよろしくお願いいたします。 

専門学校教員にとりまして、プロフェッショナルの概念を丁寧に吟味しながら学生たちの資質・

能力の育成だけでなく、職業教育を担保するための自分たちの資質・能力についても深く省察

することの重要性を学ぶことができました。ありがとうございました。 

あまり普段意識していなかったことを考えさせてもらう機会をいただきました。ありがとうござい

ました。 
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専門学校教員には必須の科目だと思いました。丁寧に教えていただきありがとうございました。 

職場は沼地である、というのは名言だと思います。 

貴重な学びの時間となりました。講義いただきありがとうございました。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも期待通りの結果であった。フリーアンサーを
見れば、ともすれば、専門性の授業に期待感が高まる傾向のある専門学校教員にとっ
て、あらためて「プロフェッショナルとは？」を考えるよい機会になったことがうか
がわれる。 

 
A2 専門職教育における三つのポリシー 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 
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（4） フリーアンサー 
いつもありがとうございます。今後の学校運営の参考とさせていただきたく存じます。江島先

生の体調が非常に心配ですが。。。 

FD・SD の背景、質保証が求められている理由がよく理解できました。ありがとうございまし

た。 

講義いただきありがとうございました。 

非常に良い学びの時間となりました。 

オンデマンド授業により忘れていた箇所もありましたが、今回改めてオンライン授業を受講さ

せていただき再確認させていただきました。また、他の学校の先生方の状況や考えなど知る

ことができ大変有意義な学修でした。ありがとうございました。 

本校ではまだ三つのポリシーが策定されていない。AO 入試導入にあたりアドミッションポリシ

ーは示しているが、ディプロマポリシー・カリキュラムポリシーの言語化はこれからの作業であ

る。どのように策定したらよいか迷う部分もあったが、この講座を受け、ヒントをもらうことがで

きた。ありがとうございました。 

学校の３ポリシーはできていますが、学科ごとのポリシーを策定しているところです。策定する

だけでなく、実践できるよう学科の教師のが意識づけが大切だと感じました。 

3 つのポリシーは最近様々なところでキーワードとして出てきており、参考となる書籍もいくつ

か読みましたが、講座ではわかりやすくまとめられており、理解が進んだような気がします。た

だまだまだ考えながらの策定、改定になりますので今後とも学習していきたいと思います。 

専門学校を取り囲む経営環境が厳しくなっている中、本講義を通じて高等教育における「ディ

プロマ・ポリシー（DP）」、「カリキュラム・ポリシー（CP）」、「アドミッション・ポリシー（AP）」の 3

つのポリシーの重要性を再認識しました。私の勤務先の鍼灸師養成学校では、数年前より 3

つのポリシーを明確化させていますが、改めて相互の整合性についての見直しが必要である

ことに気付きました。自分自身が入学希望者やその保護者、採用側の企業担当者になったつ

もりで、社会に必要とされる専門学校になるための条件を複眼的に考えてみます。貴重なご

講義、ありがとうございました。 

大学において一般化した３つのポリシーについての時代的、法的背景ならびにその要因につ

いて理解を深めることができました。高等教育機関の一翼を担う専門学校においても今後ま

すます内部質保証、外部評価の視点が求めらることを理解を深めることができまし。ありがと

うございました。 

3 ポリシーの実例のレビューがとても役に立ちました。 

文科省の目指す教育の一部が見えたような気がいたしました。ありがとうございました。猪越 
 

理解度、役立ち度はいずれも期待通りの結果であったが、難易度は少し難しく感じ
たようであった。フリーアンサーを見れば、三つのポリシーの意味自体を理解してい
なかった者も多く、各校の三つのポリーの作成に役立つ内容であったといえよう。 
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A3 リカレント教育－生産性向上に貢献するー 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

有意義な時間をありがとうございました。少子高齢化社会の中でのリカレント教育の重要性、

必要性がよく理解できました。本校はリカレント教育への取り組みは遅れておりますが、他校

に負けずに頑張っていきたいと考えております。今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 

リカレント教育が求められている理由がよく理解できました。ありがとうございました。 

講義いただきありがとうございました。 

非常に有意義な時間となりました。 
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日本において今後リカレント教育の重要性が、この講義やオンライン授業を通し理解すること

が出来ました。国内全体の生産性をあげる一助を高等教育が担っていることを認識させられ

ました。ありがとうございました。 

少子化・大学全入時代でも選ばれる専門学校としての方向性を確認することができました。あ

りがとうございました。 

とても楽しい内容でした。今後の専門学校運営（18 歳人口減少にともなう次の一手としてで

す。ただし最後に補填として考えてはいけないとのことで肝に銘じます）にも関わる内容として

大いに参考になりました。ありがとうございました。 

受講前は漠然としたイメージであったリカレント教育でしたが、講義を通じてその歴史や意義

を理解することが出来ました。私の勤務先の専門学校では、社会人学生の割合が圧倒的に

高く、普段からリカレント教育を実践していることになります。実際の社会人学生への指導や

対応の経験に照らし合わせながら学ぶことで、リカレント教育の重要性を再認識しました。オ

ンライン合同授業での川口先生の解説や参加者の発表を聞くことで、より理解が深まったと

感じています。ありがとうございました。 

生涯学習社会において求められるリカレント教育について、社会的な背景ならびに世界的な

趨勢を踏まえ、高等教育機関における専門学校教育の役割を学ぶことができました。他分野

や改めて本務校における職業教育（訓練）の位置づけや役割の知見を深めることができまし

た。ありがとうございました。 

自身でも社会人向けの市民講座を担当していることから、実体験をベースにして受講すること

ができ、たいへん良い示唆を受けました。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも期待通りの結果であった。フリーアンサーで
は、リカレント教育の意義、必要性を実感する記述が多くみられ、18 歳人口を主体と
してみている専門学校を少しでも刺激する内容であったと感じ取れる。 

 
A4 専門職教育質保証の基礎と実践 
（1） 理解度 
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（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

貴重な機会をありがとうございました。今後の学校運営に生かしていきたいと考えており

ます。引き続きよろしくお願いいたします。 

現在求められている能力観、質保証が求められている理由がよく理解できました。あり

がとうございました。 

"講義いただきありがとうございました。 

非常に有意義な時間となりました。" 

専門職教育質保証の基礎と実践について私にとって非常に難しい内容ではございまし

たが、オンデマンド授業やオンライン授業を通じご丁寧にご教授いただきありがとうござ

いました。 

レポートを書いていても自分のものになっていない感覚が残った。大きな枠組みの概念

であるように感じる為、今後自分の身近な話題に引き寄せ、振り返っておきたいと感じ

る。 

社会の構造変化や、それに伴う高等教育機関の役割など（個々の単語や定義は難しか

ったですが）、話は楽しく、よく理解できました。ありがとうございました。 

"高等教育における質保証に必要とされる評価について、自分のなかで曖昧だった「アク

レディテーション（認証）」・「オーディット（監査）」・「アセスメント」といった用語の意味が分

かり、参考になりました。ありがとうございました。 
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私が勤務する専門学校でも自己評価や学校関係者評価を導入していますが、これらの

内部質保証の意義やあり方について、改めて確認してみようと思いました。" 

大学における質保証の動向ならびに高等教育機関において求められる学修成果・教育

成果について深く学ぶことができました。高等教育機関とされるようになった専門学校に

おいて、今後の社会的なニーズならびにキャリア支援を教育プログラムを通じ、可視化し

ていくことが如何に重要であるかを再認識できました。ありがとうございました。 

質の最も重要なものは、学習成果ということに共感しました。日頃、いろいろなことに取り

組んでいると、学生のために何をしているかということが後回しになりがちです。それを

再確認できたことがよかったです。 

"歳のせいかカタカナに弱く、日本語の変換で理解をするように努めました。 

教育関係については、英語圏での研究が高度なのかと理解しました。 

ご指導ありがとうございました。 

 
A5 学修成果・教育成果の可視化 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 
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（4） フリーアンサー 

可視化のエビデンスとして様々な方法があることは以前から認識していたが、実際に導入す

るとなると数々の困難がある。 

しかしながら今後の学校運営、生き残りのためには客観的な指標が必須と判断される。 

今回の講義で学修した成果を活かしていきたいと考える。 

長期にわたりご指導ありがとうございました。 

現在求められている能力観、学修成果・教育成果の可視化が求められている理由がよく理

解できました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びとなりました。 

現在の高等教育に求められている学修成果・教育成果の可視化についての必要性やどのよ

うに行っていくのかなど分かり易くご講義いただきましてありがとうございました。今後の実践

に繋げていきたいと思います。 

介護福祉分野でも学修者のプロフィールを整理し、学修成果指標の作成ができると、社会に

対して一層の魅力のアピールにつながると感じました。本校でも試行して、教員間の学生指

導の指標にもしたいと感じています。ありがとうございました。 

本校においても学生の学習成果を各学科でどのように可視化していくのかを明確にするのが

課題となっている。そのため来年度からは早めのカリキュラム作成や学生の学習成果を短い

期間で区切りながら可視化していく取り組みを進める予定である。 

可視化の必要性に関して、社会的な変化をわかりやすく説明していただきありがとうございま

した。私にとってはアセスメント（の概念）の理解が鬼門で、まだまだ学習が必要だとおもって

おります。今回は本当にありがとうございました。 

他の講座で 3 つのポリシーの重要性などを学んだ後であったため、本講義の内容は理解し

やすかったです。本講義では、アセスメントの方法についての理論や方法を学ぶことができ、

普段の授業評価の参考になると感じました。個人的な質問への回答も、オンライン授業で行

っていただけ改めて感謝しております。ありがとうございました。 

学修成果と教育成果の捉え方の違いについて、高等教育への社会のニーズなども背景に、

教育内容の質保証に関する知識が深まりました。特に他の専門学校の先生方からのお話も

とても参考になりました。ありがとうございました。 
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講義を受けて、本学では比較的積極的に取り組んでいる状況が確認できたと思います。さら

に、充実せさせいきたいです。 

学科と学校の相互関係を考えるきっかけとなりました。 

川口 昭彦先生、野田 文香先生ご指導誠にありがとうございました。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれもリーズナブルな結果であった。ただ、役立ち
度の点で若干、縁の薄さを感じるところもあり、専門学校教員にとっての学修成果と
は何なのかを考えさせる結果であったともいえる。 

 
B1 プロフェッショナルディベロップメント 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 
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（4） フリーアンサー 
いつもありがとうございます。 

日々の学校業務の中で学生、保護者への対応が一番難しいと感じております。 

カウンセリングの基礎から再確認できたことを今後の業務にいかしていければと思います。 

本当にありがとうございました。 

自分の教員時代の経験を省察することができました。これからの教員生活に役に立つと思い

ます。ありがとうございました。 

講義いただきありがとうございました。大変勉強になりました。 

カウンセリング能力という非常に教員の能力として重要なものを大変分かり易くご講義いただ

きましてありがとうございました。今後の学生指導に生かしていきたいと思います。 

聞くことへのこだわりを大事にせねばならないと感じました。 

今までの自分の面談の仕方を見直すきっかけになりました。カウンセリングと聞くと、どうも怪

しい（失礼）印象がありましたが、考えを改めていきたいです。 

現在当校のスクールカウンセラーは、本人が考えることが重要で問題解決はその結果である

というような感じで、よく学生と話をしております。我々は問題解決にすぐ結果を求めてしまい

ますが、少し長い目でみていかないといけないと思うようになりました。 

多くの学生と面談をするなかで、自分なりに経験値は高めてきたつもりでいたが、この講義を

受けてカウンセリングの難しさを再認識することができました。回数が多かったですが、基本

的なカウンセリングの知識を動画で学べました。そして、オンライン授業での実際の大野先生

の経験例を聞けたことも、とても参考になりました。今後の学生面談のために役立てたいと思

います。ありがとうございました。 

勤務校では、カウンセリング業務にあたることはないのですが、本講義の内容は、通常の授

業や生徒とのコミュニケーションにおいて意識をしていく多くのことを学ぶことができました。カ

ウンセリングマインドを持ちながら専門職としての役割をどのように果たしていくか、改めて考

えることができました。ありがとうございました。 

講義全体を楽しく拝聴することができました。ライブ感のあるお話だったと思います。ありがと

うございました。 

教育活動の生命線ともいえる、教育心理を深く掘り下げた内容と思います。学生指導に一番

大切なところです。大野精一先生！ありがとうございました。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも非常に理想的な回答であった。カウンセリン
グという一見難しそうなテーマをやさしく解説しているので、大変説得力があったか
と思われる。 

 
B2 キャリアの形成と発展 
（1） 理解度 
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（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

いつもありがとうございます。専門学校は出口（就職先）が一番大切であると思います。キャリ

アの形成の講義で学んだことを今後の学生指導にいかしていければと考えております。引き

続きよろしくお願いいたします。 

自分のキャリアをふりかえるとともに、教師の専門性についてあらためて考察することができ

ました。ありがとうございました。 

講義いただきありがとうございました。キャリア形成について整理することができました。 

専門学校の教員として資質・能力向上のために何が求められることかが大変よくわかりまし

た。今後も研鑽していきたいと思います。ご講義いただきありがとうございました。 



19 
 

教員としての基盤の脆弱さへの不安から脱却するきっかけをいただきました。ありがとうござ

いました。 

私は教育に関する専門の教育を受けておりませんでしたので、（教職課程も履修していませ

んでした）曖昧だった言葉の意味が定義されてよくわかりました。ただ、概念的なことはまだ完

全に理解できていませんので、提示されていました参考図書を読んでみたいと思います。あり

がとうございました。 

単なる職歴という意味でのキャリアではなく、より個人の人生とつながる本質的な意味でのキ

ャリアの概念を学ぶことができました。ありがとうございました。課題レポートの作成を通じな

がら、これまでの自分の半生を振り返る良い契機となったように感じています。教員としての

今後のキャリア形成にとって何が必要なのか、すぐに明確かつ具体的な答えは出ないと思い

ますが、ここで学んだことを忘れず意識していきたいです。 

教育実践者としての資質・能力を客観的・俯瞰的にとらえ直す必要性を学ぶことができまし

た。そのための省察が常に必要であり、その作業を通じ、幾ばくかでも今後の授業改善につ

なげていきたいと思います。ありがとうございました。 

「臨機応変」というのはもともと好きな言葉です。この講義では「複雑であいまいな沼地」という

表現が気に入りました。 

いままで考えていなかった事項を勉強させて頂いており、大野先生、三輪先生の授業の回し

方は素晴らしいと思います。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも非常に理想的な回答であった。キャリアの形
成、発展という身近な話題であったせいかとも思うが、それにしても、大変な成果で
あった。 

 
B3 発達障害 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 
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（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

貴重な時間をありがとうございました。 

発達障害の学生数は年々増加しているように感じられます。大学と異なり筆記試験などで選

別しているわけではありませんので、同じクラス内に発達障害を持つ学生とそうでない学生が

混在している現状、どのようにクラス運営すべきか？日々悩んでいる状況です。 

本日の研修内容を踏まえて今後も対応していきたいと思います。 

短い授業時間にもかかわらず、様々な障害の特徴と合理的配慮について要点を教えていた

だき、私は教員としての経験を省察することができました。ありがとうございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びの時間となりました。 

現在教育現場で起こっている発達障害に関する問題や悩みなどを非常に分かり易くご講義

いただき、そしてオンライン授業を通じ解決もさせていただき非常に良かったです。ありがとう

ございました。 

発達障害のある学生についての指導について、振り返ることができました。ありがとうござい

ました。 

発達障害と診断されている学生たちより、グレーの学生が増えてきている中で、教師の学生

への関わりの難しさを感じていた。今回の講義でそのような学生にどう対応していけばよいの

かを本校の教師たちにも広めていけたらと思う。 

今回の講座は発達障害の知識の端緒だと思いますが、学習できてよかったです。またオンデ

マンド授業もよかったですが、リアルタイム授業の方がより理解が深まりました。今後は発達
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障害を持って入学する学生も増えると思いますが、今回の講義をもとに対応していきたいと思

います。ありがとうございまいた。 

日々の学指導にあたり、一部の学生に発達障害の可能性を感じることがありますが、本講義

を通じて発達障害の特徴や対応への注意点を学ぶことができ、とても参考になりました。4 つ

の認知特性のバランスを指標とするなど、学生の行動観察の指標に役立つ知識が得られま

したので、合理的配慮も踏まえつつ、今後の学生指導に応用させたいと思います。対面の質

疑応答も含め、分かりやすい講義でした。 

ありがとうございました。 

発達障害についての基礎的な理解とともに、様々な生徒たちの個性やニーズに教育を提供

する際に留意すべき知見を多く学ぶことができました。 

今後も多様化というキーワードとともに、生徒たちの良い面をより引き出すという視点からも、

合理的配慮の在り方を考えていこうと思います。ありがとうございました。 

本学では、このようなケースが多く、重要なテーマのひとつであると考えました。 

専門職としての教員なので、教職課程を取っていません。この発達障害はとても役に立って

おります。専門職教員としても一番必要な学修かと思います。岩澤一美先生 大変ありがとう

ございました。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも理想的な回答であった。加えて、役立ち度が
「非常に役立った」の頻度が大変大きく、専門学校教育現場での話題に直結した内容
であったと言える。 

 
C1 カリキュラムデザイン 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 
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（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

貴重な時間、内容をありがとうございました。 

私は授業担当教員ではないので、講義内容は正直難しかったというか、ピンとこない部分も

ございました。しかしながら学校運営において重要なポイント、ヒントをたくさん頂戴したと思い

ます。今後の参考とさせていただきます。 

短い授業時間にもかかわらず、学習理論の変遷にもふれながら、カリキュラムの設計、実

施、評価のありようの要点を教えていただきました。ありがとうございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びの時間となりました。 

まさに今現在の授業に直結する内容のご講義でした。さらに教育用語を覚えることの重要性

を感じました。非常に実のあるご講義ありがとうございました。 

ケラーの ARCS モデルを参考に、実際の授業を変えてみることができました。今後も継続して

工夫していきます。ありがとうございました。 

授業デザインを考えていく中で、自分に合った方法で、学生の「学ぶ力」を身に付けさせる学

習方法を今後も自分自身が学び続けていきたいと思える講義でした。 

授業の内容で、先生の仰っていたことは、うなずかされるものばかりで、また参考としてあげ

ていただいた理論も説明をしていただいたころはとてもよく理解できました。ただ、あとは自分

自身の問題で、いかに表面的な理解にとどまらず十分に知識や経験として身につけられるか

だと思っています。まだまだ先は長いですが、カリキュラムデザインのスタートに立ったところ

で、まだまだ先は長いですが勉強していこうと思います。授業ありがとうございました。 
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カリキュラムと教育課程の違いなど、基本的な用語の意味について学び直すことが出来まし

た。教員歴を重ねるにつれて、正直なところカリキュラムデザインにも慣れやマンネリ化が生

じていると感じていました。本講義を通じて、これからの先を見据えたカリキュラムデザインの

方法や課題を知ることが出来ましたので、次年度の授業運営の改善につなげたいと思いま

す。色々な気づきがあり、とても参考になる講義でした。ありがとうございました。 

具体的な授業改善に関する理論と方法を学ぶことが出来ました。そして今後の自身の授業改

善のヒントを得ることもが出来ました。講義内容の理論的な内容やカリキュラム改善などを通

じ、自身の省察を深めて行きたいと思います。どうもありがとうございました。 

学修体験の総体を考えることが重要であるように思いました。また、先達の理論を知っている

と分析がしやすくなると感じました。 

いつの間にか教員あので、覚悟と基礎ができてませんでした。 

沖先生 ありがとうございました。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも理想的な回答であった。難点があるとすれば、
理解度でやや理解できなかった者が 1名、難易度でやや易しいと感じた者が 1名いた
点であるが、役立ち度が「非常に役立った」の頻度が大きかったことが印象的である。 

 
C2 ファシリテーション 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 
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（4） フリーアンサー 

いつもありがとうございます。 

オンラインでもコメントさせていただきましたが、時間の経過があっという間でした。非常に有

意義な講義だったとおもいます。本当にありがとうございました。 

正直、「紙とペンを持参」と指示があったときに「絶対何かやらされる。嫌だな。」と思ってしま

いましたが、実際に受講してみると非常に面白く有意義な内容でした。 

私は教員ではないため、直接授業を実施する機会は殆どありませんが日常業務にいかして

いきたいと思います。 

プロセス・スキルとしての教育、教授方法としてのアクティブラーニングについては考えるとこ

ろがありますが、短い授業時間にもかかわらず、行動主義的ファシリテーションのありように

ついて教えていただきました。ありがとうございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びの時間となりました。 

授業や会議を行う際のファシリテーションの重要性や実用性を学ばせていただきました。ま

た、オンライン授業では分かり易い講義で、さらに Zoom についての発見などもあり大変役立

つ講義でした。ありがとうございました。 

すぐに授業で活用できる様々なヒントをたくさんいただき、とても嬉しく、さっそく活用させてい

ただいています。が、やり込みの不十分さを日々感じています。これまで以上にしっかり準備

して取り組みたいと思います。ありがとうございました。 

ファシリテーションの役目や運営方法など具体的な内容でわかりやすい講義でした。 

実際にスクーリングでグループワークを体験でき、なんとなくですが理解できたような気がしま

す。他の受講生の方と話ができて、とても楽しい授業でした。またファシリテーションの意味は

誤解していたころがあったのですが、プロセスを整える人という説明は納得ができました。本

当にありがとうございました。 

本講義ではファシリテーションの意義・基本内容を学べただけでなく、即実践に活かせるプロ

グラムデザイン曼荼羅図のようなテクニックも知ることができ、大変勉強になりました。オンラ

イン合同授業でも曼荼羅図のほか、ライブ・レコーディングの実践法といった具体例を学べた

ことは、すごく視野が広がる経験になりました。ありがとうございました。 
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具体的なファシリテーションの理論的な背景に加え、より実践的な講義内容がとても参考にな

りました。勤務の関係でオンライン授業を受講できずとても残念でしたが動画教材からも多く

の方法や気づきを得られ、今後の自身の授業改善にとても参考になりました。ありがとうござ

いました。 

オンラインの授業の仕方としてたいへん参考になりました。ありがとうございました。 

文部科学省の教員免許を持たない、教育とは縁のない社会からの教員となった私にとって、

一番学習すべき課題でした。三田地真美教授には、大変感謝しております。ありがとうござい

ました。 

役立ち度で唯一、「わからない」と回答した者がいた。テーマは身近なものなので、
役立ち感が「わからない」というのも変である。ただ、それ以外についてのアンケー
ト項目は適切な結果であった。 

 
C3 学習指導能力 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 
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（4） フリーアンサー 
業務都合で途中参加となり申し訳ありませんでした。 

今後の学校運営に非常に参考となる話ばかりでした。引き続きよろしくお願いいたします。 

私としては、教師の資質・能力と学習指導能力を「教科や現代的課題の知識・技能・技法による

指導力の向上から」を「対人関係力・授業観・学生観・教育観・探求心をふり返る（省察する）力

の育成へ」と捉え直していただいていることがもっとも共感します。大学で教職の学生向けに、

三輪先生ご翻訳の『省察的実践とは何か』を読む授業をいたしましたが、なかなかここまで伝え

られませんでした。ありがとうございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びの時間となりました。 

学習指導能力ということで実際教育現場に立っているのだけれども今まで気づいていなかった

ことに気づかされました。自身を高めるうえでも非常に重要な講義となりました。ありがとうござ

いました。 

教育の専門家ではない、専門学校教員としてのアイデンティティの揺らぎに対し、具体的な解

決の手法をいくつか提示していただきました。今後の専門学校教員としての自分に必要なもの

を自らつかみ取っていけるよう、学び続けたいと思います。ありがとうございました。 

初めは教員の能力向上のヒントを学習し、教員の方との共同で授業改善ができればと考えて

いましたが、教員の能力向上だけではなく、学校職員の能力向上にも応用できる内容だと思い

ました。特に修得レポートで記入しました「ラウンドテーブル」を活用して、教職員の意識改善と

前向きな雰囲気づくりに役立てたいと思います。 

やはり全 10 回の講義は時間的に大変でした。抽象的な概念が多い前半は難しく感じました

が、第 7 回の Kate のアクションリサーチといった具体例の紹介があると理解しやすくなりまし

た。学習指導能力は終わりのない課題ですので、今回の講義で学んだ理論・技法をこれからの

学校活動に反映させていきたいと思います。ありがとうございました。 

専門性が高い専門学校においては、特に学習指導能力という観点から自身のキャリア開発が

非常に重要であることを学ぶことができました。そのための具体的な理論や方法について大変

参考になりました。自身でも取り入れていきたいと思います。どうもありがとうございました。 

多くのインプットがありました。具体的な課題をイメージしていくことができました。ありがとうござ

いました。 
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専門馬鹿で、敎育のイロハを知りませんでした。教育学をも講座でご指導頂き誠にありがとうご

ざいました。 

理解度で「少し理解できなかった」者が 1名いたが、全体としてはリーズナブルな
結果であった。フリーアンサーを見ると、専門学校ではなかなか教育学的な見地から
アプローチすることが難しいか、そういう機会に乏しい実態が浮かぶ。 

 
C4 学級運営 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 
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いつもありがとうございます。 

私は教員ではないため、実践に落とし込むことは難しいかもしれません。しかしながら学校運

営において先生からご教授いただいた内容は必ず役に立つと考えられます。今回はこのよう

な素晴らしい場をご提供いただき本当にありがとうございました。 

私は、長らく中学校、高等学校、大学へと学級担任やゼミ教員を続けてまいりましたが、この

ように学級自体のあり様、あり方について考察することはありませんでした。しかし、私自身の

力不足を恥じながらも振り返ってみると、私もまた学級の成員であったわけでこのように分析

的に省察できなかったかもしれません。ご指導ありがとうございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びの時間となりました。 

自身も担任を持っておりますので、学級運営には日々考えさせられることが多々あります。そ

のような中で今回の講義で得たもの、考えさせられたことは非常に重要なものでした。今後も

今回学ばさせていただいたことを活用し学級運営に励んでいきたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

勉強不足で大変難しく感じました。レポートは書きましたが、自分のものになっている感じが乏

しいのが正直な感想です。ただ、専門学校教員として大変に重要な学びであるので、これを

機会に学びを進めたいという強い決意は持っています。ありがとうございました。 

理論に基づいた授業で、学級運営に関しての考えが整理できました。実際にある参考資料を

もっと学習しなければと思いました。また現場（当校）でおきている現象に関して当てはめてみ

たいとも感じています。ありがとうございました。 

全 10 回の講義であったので、正直少し大変でした。 

私の勤務する専門学校は社会人が多く、学級の学生自治に委ねやすい環境にあります。し

かし、もし自分が高校新卒者などが多い学校に勤務していると想定した場合、本講義の内容

は参考になると思いました。学びの 3 つの場の概念図などは、現在の学校状況を振り返るに

あたっても有益でした。ありがとうございました。 

勤務の関係で、残念ながらオンラインでは受講できませんでしたが、学級運営について理論

的な枠組みで学びへ向かう、学びを支える学級の在り方について深く学ぶことが出来ました。

ありがとうございました。クラス担任制という専門学校が多いと思われ、本務校においてもクラ

ス担任制により学級運営がなされており、直接的、間接的にとても参考になる内容でした。ど

うもありがとうございました 

少し難しいところがありましたが、多くのインプットがありました。具体的に課題をイメージして

いくことができました。ありがとうございました。 

教員履歴の浅い小生としては、学修システム、方法論等の勉強となりました。 

アンケートの結果は、C3「学習指導能力」と同様の傾向を示したことが興味深い。
C3 と C4に共通することは 10 回という長い講座であり、かつ、どちらかと言えば年
少者を取り扱うクラスのことであるという点が挙げられる。 
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C5 IT活用教育実践 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

貴重な内容をご教授いただきありがとうございました。 

コロナの影響で急遽進んだ感じが否めないＩＣＴ活用ですが、アフターコロナの時代となっても

なくなることは有り得ないと考えます。 

例えば採用試験などは今後一層 ZOOM を活用した一次試験などが増えると予想されます。 

そうした時代の波に乗り遅れないように引き続き頑張っていきたいと思います。 

授業時間が非常に短いにもかかわらず、IT の普及時代の能力観、構築主義（構成主義）的

な IT 活用教育、学校教育における IT 活用文化、カリキュラムについての要点をお教えいた
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だきました。私は高校教師、大学非常勤講師時代に、Squeak を導入し、大学教員になってか

らも学生に見せたことがあります。ありがとうございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びとなりました。 

オンデマンドを受講した時期と現在の時期では全く社会の状況が変化しており、改めて講義

を受けさせていただいてＩＴ活用の必要性が非常に良く分かりました。オンライン授業を受けス

クラッチというツールの安全性などもよくわかりましたので挑戦してみたいという意欲が湧きま

した。大変勉強になりました。ありがとうございました。 

必要性・重要性は十分に感じることができたが、何から手を付けてよいのか、具体的イメージ

に乏しいのが実情です。少なくともチャレンジする気持ちだけは持ち続けたいと思っていま

す。 

プログラムの知識が乏しく、オンデマンド授業は難しいところもありましたが、内容はとても興

味深く、単にＩＴというだけでは意味がないことが良くわかりました。社会の変化が早く、技術の

発展に追いついていけない自覚がありますが、紹介していただいたＨＰやプログラムは、うま

く使えば学生の能力は確実に高くなるんだろうなと実感しました。ありがとうございました。 

普段の業務で Word や Excel、PowerPoint などを利用していますが、プログラミングは全く不

得手で、人任せにしてきました。本講義で Scratch の紹介があり、素人ながらも挑戦できるツ

ールがあることを知れたことは有意義でした。教育現場での IT 活用例の実際をもう少し教え

て欲しかったのが本音です。今後の教育で IT 活用が不可欠となることは間違いないので、本

講義はもう少し回数が多くても良いと思います。ありがとうございました。 

コロナ禍で大きく IT 活用の流れが教育界で加速された状況に加え、今後求められる学校に

おける IT 活用についての方向性を深く学ぶことが出来ました。 

それぞれの専門学校の特性を踏まえ、実現可能なチャレンジを自身も自覚的に取り組んでい

きたい思います。どうもありがとうございました。 

いろいろな対外的な状況を考え、整理することができました。ありがとうございました。 

学科の今の立場が、私たちの必要とする入授業でした。 

斎藤俊則先生ありがとうございました。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも非常に理想的な回答であった。フリーアンサ
ーでは、プログラミング教育の必要性に関することも論点になりそうな議題の提起も
あるが、総じて、好評な意見に終始している。 

 
D1 教育課程編成委員会・学校関係者評価の運用 
（1） 理解度 
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（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

いつもありがとうございます。第三者評価の際には非常にお世話になりました。 

常日頃、日常業務に忙殺されて忘れがちな内容のリマインドの機会を頂戴しありがとうござい

ます。今後の学校運営の参考にさせていただきたく存じます。 

江島先生が回復されることを願ってやみません。 

SD・FD、授業改善が求められている背景、特に法令、私も大学教員時代求められていた授

業評価アンケート、分析について省察することができました。ありがとうございました。 

講義いただきありがとうございました。 
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教育課程編成委員会や学校関係者評価についてこの講義を通じ改めて自身の学校を振り返

り見る良い機会となりました。次回第三者評価を受審する上での学修もさせていただきまし

た。ありがとうございました。 

恥ずかしながら、これまでは“しなければならないから実施する”というスタンスが多少あった

が、今回の講義で教育課程編成員会・学校関係者評価の意義を再確認でき、意味ある委員

会にすることの動機づけとなった。また、他校の先生方の取り組みを聞く機会は大変貴重で

あった。ありがとうございました。 

知識としては以前から業務として知っていたことが多かったのですが、レポートをまとめるとき

に実際に振り替えるともっと活用方法があるのではないかと思いました。特に学校関係者評

価の方が、職業実践専門課程で開催を義務付けられているためにおこなっているように感

じ、反省しております。この講座の受講をきっかけに再度目的を明確にしていきたいと思いま

す。 

教育課程編成委員会や学校関係者評価は、通常の授業のように頻繁に行うものではないた

め、その意義や内容を忘れてしまいがちになります。本講義を通じて、これらの重要性を学ぶ

ことができました。私も管理職としてこれらの活動に関わっているので、学んだ知識を次回の

委員会や評価に役立てたいと思います。ありがとうございました。 

教育課程編成委員会ならびに学校関係者評価についての具体的な要件を学ぶことができま

した。今後の職業教育の質の向上にはこれらの運用の実効性と内実を如何に充実させるか

が問われていると思います。ありがとうございました。 

多くのインプットと気づきや学びがありました。ありがとうございました。 

ちょうど学科として、職業実践専門課程認可を目指しておりますので良い勉強となりました。

ありがとうございました。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも理想的な回答であった。役立ち度が、「ふつう」
と「大いに役立つ」に 2分されたところ特徴があった。テーマが職業実践専門課程の
内容に関わっており、そこに重点的に関わったかどうかが要因ではないかと思われる。 

 
D2 説明責任と情報公開 
（1） 理解度 
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（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

業務都合で途中からの参加となり大変失礼しました。講義の中でも発言させていただきまし

たが、ゲームＣＧ系の専門学校としての難しさを感じながら、社会に向けて情報発信を続けて

いければと考えております。引き続きよろしくお願いいたします。 

 なぜ、説明責任と情報公開が必要かよくわかりました。ありがとうございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びの時間となりました。 

説明責任と情報公開について講義・オンライン授業を通じてよく学ぶことができました。ありが

とうございました。 

社会変革や Society5.0 といった大きな視点で自分の業務を捉え直すことが特に難しく感じま

した。ただ、これも社会の変化に対応し続ける為のアップデートの一つと感じる為、大変貴重

な機会をいただいたと思っています。ありがとうございました。 

社会の変化による説明責任と情報公開の必要性について考えることができました。またオン

デマンド授業では情報公開の愚痴的な流れや項目も確認することができ、とても勉強になり

ました。ありがとうございました。 

本講義を通じて高等教育機関に求められる説明責任や情報公開の理論を再確認できまし

た。他の講義内容と重複する部分が多く、当初は少し整理しても良いのかなとも思いました

が、課題レポートを書くにあたっては繰り返しの内容が役に立っているように感じました。あり

がとうございました。 
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高等教育機関に位置付けられる専門学校において社会的要請から情報公開と説明責任が

求められ、その枠組みの一つには職業実践専門課程などの認定などもあることから、ますま

すその必要性と方法に関する在り方を検討していくことが重要であると学ぶことが出来まし

た。ありがとうござました。 

情報が具体的に整理されていて役に立ちました。ありがとうございました。 

この講習を受けなければ、日常の生活・仕事の流れで見過ごしている事が多いことに気づき

ました。ありがとうございました。 

理解度で、「少し理解できなかった」方が一人いらっしゃる以外は理想的な回答で
あった。内容として法的なことが中心になっていることが、理解できなかった一因と
して考えられる。 

 
D3 専門学校経営におけるガバナンスとマネジメント 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 
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（4） フリーアンサー 

いつもお世話になっております。先ほど説明責任のコメント欄で記載させていただきました

が、ゲームＣＧ系の専門学校として社会に向けて情報発信を継続していければと考えており

ます。引き続きよろしくお願いいたします。 

最初は、教学マネジメント・ガバナンスという言葉がわかりませんでした。大学教員だったのに

その方面に全く関心がありませんでした。ありがとうございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びの時間となりました。 

学校全体にかかわることで非常に内容的に難しいものでしたが、改めて自身の学校を振り返

る点で非常にためになる講義でした。ありがとうございました。 

普段触れることの少ない領域について学ばせてもらい、大変貴重な機会となりました。ただ、

私自身の理解が十分でない為、すぐに役立つレベルにまで消化できておりません。今後も学

び続ける必要性を高く感じました。ありがとうございました。 

会計と財務の回は今まで業務として携わって事がなく、理解が追い付きませんでした（私の基

礎知識不足です）。ただ、ガバナンスとして考えると必要な項目だと思いましたので、気にして

いこうかと思っています。その他の授業も非常にわかりやすかったです。ありがとうございまし

た。 

講義内容が細分化されていて、全体を学習するのはやや大変に感じました。しかし、教員だ

けでなく、管理職、経営層とキャリアアップを図る上では、このような学校マネジメント・ガバナ

ンスの全体像を掴むことは不可欠になります。私は現在、教務側の管理職ですが、不慣れな

事務側の知識なども学ぶことができ参考になりました。ありがとうございました。 

専門学校を俯瞰的に学ぶことが出来ました。改めて専門学校の経営という大きな視点で考え

ることが出来たことで当該業界のみに視野が狭くなる現場からは、見えてこない問題意識や

課題について考える機会となりました。ありがとうございました。 

多くのインプットと気づきがありました。特に、法律の整理や、官庁の組織図などが今後の役

に立ちそうです。ありがとうございました。 

教学マネージメント・ガバナンスを普段はあまり考えることがありません。考えるチャンスをい

ただきあり待とうございました。 

理解度で、「少し理解できなかった」方が二人いらっしゃる以外は理想的な回答で
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あった。ガバナンスとマネジメントに慣れていらっしゃらない方々も多いと思われる
のでしかたない側面もあると思う。しかし、これをきっかけにして育っていく方々も
多いのではないかと推察する。 

 
D4 専門職教育質保証の実務 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

いつもありがとうございます。専門学校において「質の保証」は一番難しい問題かつ一番大切

な問題だと認識しております。 
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特に出口＝進路を考えた場合、そこから逆算した質の保証が必要不可欠であることは否めな

いかと。今後も研修で習得した知識を活かしてよりよい学園作りを目指したいと思います。 

授業評価は何度も受けていますが、内部質評価という用語は全く知りませんでした。ありがと

うございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びの時間となりました。 

今回の講義を聞き、アセスメントポリシーの重要性や学修成果と教育成果の違いもよくわかり

ました。分かり易く細かいところまでご講義いただきありがとうございました。 

とにかく早急に三つのポリシーの策定が必要であると強く感じているところです。講座で学ん

だことを手掛かりに、策定を進めたいと思います。ありがとうございました。 

学んできた 3 ポリシーのことは知識としてしっている状態でしたが、実際に教務課の業務とし

て何をするべきかがよくわかりました。短期間の視点ではなく、ポリシーの策定から評価まで

一貫して教務運営をしていかないと強く思いました。ありがとうございました。 

専門職質保証の歴史を知ることができて勉強になりました。大学と専門学校では規模や学生

数、資金量、そして社会的影響力にかなりの違いがありますが、質保証にとって必要なことに

は大きな差がないように感じました。今後の学内・学外の評価の実施の際に、今回の動画講

義やオンライン授業での質疑応答の内容を思い出し、活用していきたいと思います。ありがと

うございました。 

最近の質保証に関する最新動向や評価に関する基礎的な知識から第三者評価についてま

で、幅広く学ぶことが出来ました。今後もその必要性が高まることも理解できました。本学にお

いてもこのような取り組みの更なる推進に向け注力していきたいと思います。ありがとうござ

いました。 

多くのインプットと気づきがありました。特に、国際的な認証評価については知見がなかった

ため、勉強になりました。また、評価の基準についての解説も興味深かったです。ありがとう

ございました。 

職員室での参加で、川口先生に答弁できず申し訳なく思っております。昼間部・夜間部があり

まして、窓口業務に立つこともあり、時間休をもらって別室参加ができればよいのです

が、、、、 

よろしくお願いします。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも理想的な結果となった。役立ち度については、
D 群の科目は、普通と大いに役立ったに 2極化する傾向が続いている。 

 
D5 授業改善の実務 
（1） 理解度 
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（2） 難易度 

 
（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

いつもありがとうございます。 

今後の学校運営の参考とさせていただきます。江島先生のご回復をお祈り申し上げます。 

 ARCS モデルは知っていました。ありがとうございました。 

講義いただきありがとうございました。大変勉強になりました。 

授業改善について日々問題点を意識しそれを改善していくことが学生にとって学校にとってそ

して自分自身にとって利益につながることと再認識させていただきました。ありがとうございま

した。 

授業改善の必要性について、改めて認識することができた。特に ARCS モデルを活用したチ

ェックシートが参考になった。 
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何度か受講していた内容とリンクするところも多く、断片的だった知識がいろいろつながったよ

うに感じます。授業は学校としての本質が問われるところですので、今回の研修をもとに考え

ていきたいと思います。ありがとうございました。 

コロナ禍が続くなか、本校でもオンライン授業が当たり前のような雰囲気になっていましたが、

先日改めて WEB 学習についての学生アンケートを実施しました。概ねは肯定的な回答でし

たが、やはり対面授業を希望する意見もあったため、今後の授業運営のあり方を検討してい

るところです。そのようなタイミングでの授業改善の実務の講義でしたので、基本を振り返る

良い機会になりました。ありがとうございました。 

受業改善につながる方法や評価についての具体的な内容を幅広く学ぶことができました。こ

れらを全てを学内で取り入れることは容易ではないと思いますが、今後の質向上の取り組み

や自己評価・学校関係者評価ならびに第三者評価などに繋がる非常に重要な実務であるこ

とを学ぶことができました。ありがとうございました。 

いろいろと気づきがありました。特に、アンケートの標準化については勉強になりました。あり

がとうございました。 

課題が今の職場になかったので、少し理解を変えて参加させて頂きました。申し訳ありませ

ん。 

理解度、難易度、役立ち度、いずれも理想的な結果となった。理解度、役立ち度の
回答分布から見ると、題材が授業のことなので、分散が見られなかったようだ。 

 
E1 研修方法論 
（1） 理解度 

 
（2） 難易度 
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（3） 役立ち度 

 
（4） フリーアンサー 

非常に有意義な時間をありがとうございました。私は教員ではないため、授業を実際に行う機

会は殆どありませんが今後の日常業務にいかしていきたいと思います。 

行動主義的な研修（授業）ファシリテーションのプロセス・スキルのありよう、アクティブ・ラーニン

グの解釈にふれることができました。動画による説明、実習もしていただき非常にわかりやすか

ったです。ありがとうございました。 

講義ありがとうございました。非常に有意義な学びの時間となりました。 

研究についてどのように行えばよいのかの糸口を発見させていただきました。撮影など実際に

行うことで新しい発見もあり今後も活用させていただきたいと思います。また、Zoom の使い方

についても知らなかった機能を知ることができ非常に良かったです。ありがとうございました。 

文字に起こして自分の指導を振り返る機会はほとんどなく、大変いい機会になりました。今後は

ぜひ教員間の授業見学でも使いたいと思います。ありがとうございました。 

リモート授業で活用できる内容でわかりやすかったです。 

今まで授業や研修の内容、進め方に関する学習をしたことがなく、全て独学か過去の引継ぎで

したので、とても新鮮で楽しかったです。（その分、実際にシートを書いたり、考えたりすことは

一番時間がかかった講座でした。今となってはいい思い出です。）本当にありがとうございまし

た。 

研修方法論という科目名に違わず、本講義は進行のプロセスが理解しやすく勉強になりまし

た。コミュニケーションの分析フォームなど、具体的な方法論を示していただけたことで、自分自
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身の授業内容や学生との関わりを効果的に振り返ることができました。他の講座（C2 ファシリ

テーション）の曼陀羅図と同様、実際に使いやすい方法が紹介されることは専門学校教員にと

ってすごく役立ちます。ありがとうございました。 

勤務の関係でオンラインでは参加できず残念でしたが、とても参考になり今後の授業改善にも

繋がる取り組みや省察方法などを具体的に学ぶことが出来ました。ありがとうございました。別

途、ご指示ありましたフォームでも回答いたします。 

授業力をあげるには、一にも省察、二にも省察、省察あるのみ、を実感しました。ありがとうござ

いました。 

授業法における「気付き」のヒントを三田地先生から頂きました。 

ありがとうございました。 

理解度、難易度の 2 つを見ると、若干難しく理解しにくさが感じられる。しかし、
役立ち度の分布からは、大変役立つという印象を残したようだ。本事業では、受講者
が研修企画をできることを目指すことになっており、その目的は達成されたかと思わ
れる。 

 
全体アンケートの結果 
（1） 認知手段 

 
当機構からのメールを軸に認知。 

（2） 全体としての理解度 

 
ほとんどの者が理解できている。 
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（3） 全体としての役立ち度 

 
ほとんどの者が役立つと感じていた。 

（4） オンライン学習システムの操作性 

 
まあ、操作性は悪くないと感じていた。 

（5） 一本の動画 30～40 分の目安 

 
ちょうどよいか、もう少し短くてよい。 

 
 フリーアンサー 
  A  1 本の動画再生時間 

時間的には丁度いいと思います。 

勤務しながらの受講なので、それほどまとまった時間を確保することが（学生と異なり）困難
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なので、隙間時間を活用できる時間がありがたかったです。 

また、あまり長時間だと集中力が続かないという理由もあります。 

上で、「ちょうどよい」にしましたが、3 分、10 分などがあってもよいと思います。 

特にありません。 

動画再生時間はちょうど良かったです。時間の都合上一本見続けることが出来ない時に経

過時間を確認し改めて観ていましたが、画面上に経過時間もしくは残り時間等が分かり易く

表示されているとその場所から見直せて便利かなと思いました。 

15 分程度で分けていただけるといいですね。 

続けて 1 時間の動画については少し長いと感じた。30 分ぐらいなら集中して学習できた。 

問５でちょうどよいと記入しましたが、30 分を超えるとやや疲れがでてきます。ただ、1 つの

単元が 10 以上となると、これも全体像がつかみずらく感じます。わがままな受講生で申し

訳ありません。 

実際に私もオンライン授業の録画をしていますが、学生への聞き取りでは、30 分間くらいま

での動画だと集中力が持続するとの回答が多かったです。講師によって話すスピードに差

がありますが、自分が受講者の立場になると、やはり長くても 45 分間くらいまでの時間が

効果的であるように感じました。再生スピードの調節を可能にするか、もし不可であるなら

60 分間以上の講座は 2 つに分割する方が良いと思います。 

全てのカリキュラムの動画本数や授業時間が統一されていると良いなと思いました。講座

内容によって、動画本数ならびに再生時間が同じであると、より取り組みやすくなると思いま

す。 

都合により Zoom 研修を欠席せざるをえず、その録画をみましたが、長く感じました。 

良かったと思いますが、課題の E1 パワーーポイントが容量が大きく、送る能力がないので

失礼いたしました。 

適度な時間で、問題ないと思う 

 
 B この講座に追加してほしい科目や学修内容のイメージ 

具体的な科目名は思いつきませんが、専門学校教職員をターゲットとするならば、学術的な

内容よりも実務に役立つ内容であってほしいと思います。大学短大とは異なる存在なので。 

今回の各講座はそれに合致していたと（私は）判断します。 

C1 カリキュラムデザインでふれてはいますが、学習観、学習理論の変遷にもっと詳しくふれ

るべきだと思います。 

特にありません。 

現在の不安定な世の中ということもあり、学生の状況を知る上での人間行動学や心理学な

ど学んでみたいと思いました。 

教員指導や、リスクコミュニケーションに関する科目があると嬉しいです。 

リモート学習方法の具体的な事例があると今後の授業の参考になると思う。 
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今回の講座では教学マネジメント、授業の質向上に関して非常にわかりやすい内容で勉強

になりました。イメージとしては教育機関のガバナンス、教職員のモチベーションアップなど

があるとあると嬉しいです。 

①学生指導・対応にあたって活用できる心理学 

②理解しやすい Word・Excel 等による資料作成方法 

③IT 技術・プログラミング 

④外国人留学生の受入れ・指導の対応 

職業教育についての講座があるとよいと思いました。専門職大学の状況や専門学校の全

体像についての学修内容があるとよい俯瞰的に多様な分野ごとの特徴や状況など理解が

深まると思います。 

シラバスの内容の書き方 

実務家の業績の書き方 

とかがあると良いと思いました。 

教育心理学 

各実践方法の成功／失敗事例 

演習授業の効果的な指導方法や事例多理論的学習。 

心理学的な要素 

 
 C オンライン学修システムについて改善の要望 

正直オンラインの学修、学習に関して素人なので意見、改善要望ができるレベルに到達し

ておりません。今後、オンライン授業が一般的になり、もう少し私自身が慣れてくれば意見

提案をさせていただけるかと存じます。 

メンタリングとメンターが必要だと思います。また、受講者どうしのコミュニケーションが必要

です。せっかく様々な専門学校の方がいらっしゃるのですから情報交換にもなります。 

履修科目ごとに、時間や課題の難易度が違いますので、検討いただければありがたいで

す。 

特に問題を感じませんでした。 

知識領域ではない、スキル化する必要性のある学習領域をどう学びとするか 

とくにはない 

リアルタイム授業の際は質問はチャットがしやすそうだなと思いました（実際には使用できま

せんでしたが）。また受講生側の問題でもあるのですが、受講生同士の意見交換もできれ

ばよかたっと思います。 

全体としてオンライン学修システムは使いやすかったと思います。ユーチューブ動画に関し

ては、再生時間や表示方法をもう少し標準化する方がよいと思いました。あと講師の声以

外の雑音が気になる動画があり、これは改善を希望したいです。講師・受講者とのオンライ

ン合同講義は、様々な意見を聞くことができて有意義でした。多くが 1 時間の限られた枠で
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したので、事前にどのテーマを中心にやり取りをするか指定しておいた方が時間の有効活

用にもなり、個別の学校のより詳しい詳細・問題点を共有できるように思いました。 

進行状態が 100％表示されているのは、とても参考になりました。課題レポートの回答をオ

ンライン授業の前から回答できると助かります。 

またオンライン授業の設定時刻をもう少し、固定化して頂けると本務業務と両立しやすくな

るかと思います。16：00～ と 19：00 からなど時間調整が難しいと感じる日程もありました。 

決まった科目順で並び一覧できるようなモードがあると良いと思いました。 

機械に弱いのでついて行くのみ。 

都合の良い時間に視聴できるのでよかった 

 
 D  (教員の場合)あなたが受け持っている科目名 (職員の場合)あなたの主な職務 

私は教務課所属の正職員（副責任者）です。 

教務課なので、学校全体の教務内容を考えたり授業運営をしたりしております。副責任者と

いう立場上、実務を担当することよりも全体を俯瞰的にみて調整することが多いです。 

現在は、看護物理学です。 

教員として 

介護の基本ⅠⅡ、コミュニケーション技術、レクリエーション実践、健康科学、生涯スポー

ツ、介護予防 

職員 

事務部長 

理容理論 理容実習 文化論  

社会福祉、社会の理解、社会保障論、人間関係とコミュニケーション、介護サービス特論、

介護過程、介護総合演習、介護福祉実習、障害の理解、介護基礎講座、介護総合講座等 

介護概論（医療、保育）、英会話（保育、国際 IT、公務員）、国語（保育、国際 IT） 

（職員）副校長として教務課と進路課を統括しております。教務課は責任者と兼務です。 

担当科目：解剖学、リハビリテーション医学、医療概論、臨床実習 

担当職務：学科長（教務の責任者） 

運営管理 

「デザイン概論」「デザイン史」「総合企画演習」「カレッジライフデザイン」「アカデミックライテ

ィング」ゼミ、卒業制作、修了制作、新入生研修 

柔道整復理論、関係法規、解剖学、外傷予防技術、検査測定評価、 

健康化学１ 

情報リテラシー、学生指導、就職活動支援など 

簿記、オフィスアプリケーション、FP、ERP 
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3.3 令和 2 年度事業結果を踏まえたパッケージ改善 
昨年度に開発したパッケージに、今年度の事業計画を挿入してみる。 
 

① 基本項目 
ID 項目 記入欄 
1-1 学校名 ハリウッド大学院大学 
1-2 所在地 東京都港区六本木 6-4-1 
1-3 課程名 専門職教育マネジメント（美容） 
1-4 開設年月日 2021年 10月 15日 
1-5 付与資格 履修証明書 
1-6 運営責任者 川島鋼太郎（ハリウッド大学院大学国際交流センター

長） 
1-7 定員 10名 

【記入要領】 
1-1 設置者名は不要 
1-2 当該学校の本部所在地 
1-3 当該プログラウは履修証明プログラムであることを明示 

例「専門学校教員のための授業力向上履修証明プログラム」 
1-4 当該プログラムの内容を決定後、実施を決定して公示した日付 
1-5 当該プログラムを履修し所定の基準をクリアしたときに付与される資格 
1-6 運営責任者名 
1-7 当該プログラムの 1 クラス定員 
【昨年度の例】 

ID 項目 記入欄 
1-1 学校名 星槎大学大学院教育実践研究科 
1-2 所在地 〒231-002 神奈川県横浜市中区日本大通 11 

横浜情報文化センター5階 
1-3 課程名 専門職教育支援士プログラム（教育実践部門） 
1-4 開設年月日 2020年 11月 21日 
1-5 付与資格 履修証明書 
1-6 運営責任者 大野 精一 
1-7 定員 20名 

 
② 学修時間・内容 
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ID 項目 記入欄 
2-1 プログラムの目

的 
専門職高等教育機関の教職員を対象として、専門職教育
マネジメント（美容）の資質能力の向上を目的とする。 

2-2 身につけること
のできる能力 

教育理念を学校経営に反映できる経営能力を開発し、
FD・SD の教育成果を経営成果に展開させるためのマネ
ジメント能力 

2-3 履修要件  リアルタイム授業またはオンライン授業の出席（オ
ンデマンドの場合教材のダウンロードと映像視聴
の有無、リアルタイムの場合 Zoom ミーティングの
参加の有無）。 

 各科目に修得レポート課題あり。提示する課題に解
答する形式で実施。課題の提出は必須の修了要件。 

 科目ごとに、出席率と修得レポート課題の結果をも
とに総合的な評価を行い、すべての科目で合格と評
価されることを修了要件。 

2-4 学修期間 2021年 10月 15日～2022 年 3月 11 日 
2-5 総授業時数 60時間 
2-6 要件該当授業時数 60時間 

【記入要領】 
2-1 当該プログラムが目指すものを示す。 
2-2 当該プログラムによって身につけることができる能力を具体的に示す。 
2-3 当該プログラムの修了に必要な要件を具体的に示す。 
2-4 開始日時～終了日時など。 
2-5 実施するすべての授業の時数 
2-6 総授業時数のうち必要最低限時数や必須授業時数など。 
【昨年度の例】 

ID 項目 記入欄 
2-1 プログラムの目

的 
専門職高等教育機関の教職員として全般的な資質能力
の向上 

2-2 身につけること
のできる能力 

専修学校等の専門職高等教育機関で活動する教職員を
対象とした FD・SD プログラムとして、教育実践能力
を高める 

2-3 履修要件  オンライン授業の出席（オンデマンドの場合教材の
ダウンロードと映像視聴の有無、リアルタイムの場
合 Zoom ミーティングの参加の有無）。 

 各科目に修得レポート課題あり。提示する課題に解
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答する（オンライン上で）形式で実施。課題の提出
は必須の修了要件。 

 科目ごとに、出席率と修得レポート課題の結果をも
とに総合的な評価を行い、すべての科目で合格と評
価されることを修了要件。 

2-4 学修期間 2020年 11月 1 日～2021年 2月 28日 
2-5 総授業時数 60時間 
2-6 要件該当授業時数 60時間 

 
③ カリキュラム・講義・学習方法 

【履修概要】 
ID 科目区分 学修目的 
A 概論 MD（Management Development）プログラムとしての意

味付け、学修成果の大切さを理解する 
B 学修成果マネジ

メント 
学修成果のとらえ方、国際通用性のあるビューティビジネ
スに対する理解 

C 経営理念マネジ
メント 

経営理念マネジメントの大切さ、ポイントについて学修す
る 

D 勤務姿勢マネジ
メント 

美容室における接遇の観点から、勤務姿勢のマネジメント
のポイントについて学修する 

E まとめ 全体のまとめ 
【科目概要】 
 A 概論 

ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 
A1 MD プログラム

と資格枠組 
江島 夏実 3.0 オンライン 

(OD) 
MD と美容資格枠組に
ついて理解する 

 B 学修成果マネジメント 
ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 
B1 学修成果指標

（美容分野） 
江島 夏実 3.0 オンライン 

(OD) 
美容分野の学修成果指
標を理解する 

B2 ビューティビジ
ネスの国際化 

山中祥弘、
寺本義也、
蒲生茂 

3.0 リアルタイ
ム 

ビューティビジネスの
国際化の現状と将来を
理解する 

C 経営理念マネジメント 
ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 



49 
 

C1 経営観､宇宙観､
人間観､人生観､
宗教観､死生観な
ど 

大 江  弘
（PHP 研
究所） 

3.0 リアルタイ
ム 

経営理念マネジメント
の基礎となる経営観な
どについて理解する。 

C2 経営理念研究 佐藤悌二郎
（元 PHP
研究所） 

3.0 リアルタイ
ム 

松下幸之助の経営理念
について理解する。 

C3 日本的経営 論 
～経営の美学～ 

（株）日本
生物化学社
長 執行草
舟 

3.0 リアルタイ
ム 

「理想とは何か」「理想
を考え始めた言われ」
など理想と日本的経営
論の関係を理解する。 

C4 中小企業の経営
マネジメント 

根田 正樹
（高岡法科
大 学 元 学
長）  

3.0 リアルタイ
ム 

「中小企業振興政策
論」の論者としての根
田氏の話を理解する。 

C5 企業を永続的に
発展させる理念
経営 

青木 仁志
（アチーブ
メントグル
ー プ 
CEO） 

3.0 リアルタイ
ム 

「企業を永続的に発展
させる理念経営」の考
え方を理解する。 

C6 仕事を通じて生
きることの大切
さ（誇りと理念） 

田村  潤
（元キリン
ビール副社
長） 

3.0 リアルタイ
ム 

企業理念の大切さを理
解する。 

 D 勤務姿勢マネジメント 
ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 
D1 歌舞伎における

美 
中村 獅童 3.0 リアルタイ

ム 
歌舞伎における美とは
何かを理解する。 

D2 サービス産業の
発展に向けて 

小林 哲也
（帝国ホテ
ル. 特別顧
問） 

3.0 リアルタイ
ム 

サービス産業の発展に
向けた国際ホテル・レ
ストラン・ショー企画
委員会の考え方を理解 

D3 グローバルビジ
ネスマインド 

眞野 聖子
（ハリウッ
ド大学院大
学講師） 

3.0 リアルタイ
ム 

グローバルに活躍でき
るビジネスパーソンに
なるためのマナーと自
己表現力を理解する。 
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D4 ホスピタリティ
とビジネスマナ
ーの必要性 

眞野 聖子
（ハリウッ
ド大学院大
学講師） 

3.0 リアルタイ
ム 

ホスピタリティの基本
を学び美容に関する知
識をホスピタリティと
融合できる理解。 

D5 ホスピタリテ
ィ・マネジメン
ト 

玉利かおる
（ハリウッ
ド大学院大
学講師） 

3.0 リアルタイ
ム 

ホスピタリティマネジ
メントの適用局面を理
解する。 

 E まとめ 
ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 
E1 まとめ 山中 祥弘 3.0 リアルタイ

ム 
全体授業をまとめ、国
家戦略特区と外国人美
容師の関係を理解す
る。 

【昨年度の例 －履修概要－】 
ID 科目区分 学修目的 
A 基本科目 専門職教育の意義、方針の理解促進を図る。 
B 学修者支援科目 生徒・受講者の学修、キャリア形成の特性に対する理解を

助長する。 
C 授業運営科目 教員として、授業の効率や効果を高めるのに役立つ知識・

方法を学修する。 
D 学校運営科目 学校の教職員として、学校の運営・経営を効率的・効果的

に進めることに役立つ知識・方法を学修する。 
Ｅ 研修企画科目 学内研修を企画し、自ら実施する能力を育成する。 

【昨年度の例 －科目概要－】 
 A 基本科目 

ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 
A1 プロフェッショナル

ディベロップメント 
大野 精一 
三輪 建二 

2.0 オンライン
(OD＋RT） 

専門職教育の意義につ
いて理解する 

A2 専門職教育におけ
る三つのポリシー 

江島 夏実 1.75 オンライン
(OD＋RT） 

専門職教育における三
つのポリシーを理解す
る 

A3 リカレント教育 -生
産性向上に貢献する- 

川口 昭彦 1.5 オンライン
(OD＋RT） 

リカレント教育につい
て理解する 

A4 専門職教育質保
証の基礎と実践 

川口 昭彦 1.5 オンライン
(OD＋RT） 

専門職教育質保証の基
礎と実践について理解
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する 
A5 学修成果・教育成

果の可視化 
川口 昭彦 
野田 文香 

2.25 オンライン
(OD＋RT） 

学修成果・教育成果の
可視化の方法について
理解する 

 B 学修者支援科目 
ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 
B1 カウンセリング

能力 
大野 精一 6.5 オンライン

(OD＋RT） 
カウンセリングの手法
について理解する。 

B2 キャリアの形成
と発展 

大野 精一 
三輪 建二 

3.0 オンライン
(OD＋RT） 

キャリアの形成と発展
の仕組みを理解する。 

B3 発達障害 岩澤 一美 2.75 オンライン
(OD＋RT） 

発達障害の原因と対策
について理解する。 

 C 授業運営科目 
ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 
C1 カリキュラムデ

ザイン 
仲  久徳 3.25 オンライン

(OD＋RT） 
カリキュラムデザイン
の手法・考え方につい
て理解する。 

C2 ファシリテーシ
ョン 

三田地真美 3.0 オンライン
(OD＋RT） 

ファシリテーションの
意味・役立ちについて
理解する。 

C3 学習指導能力 三輪 建二 6.0 オンライン
(OD＋RT） 

学習指導能力の高め方
について理解する。 

C4 学級運営 大隅 心平 6.0 オンライン
(OD＋RT） 

学級運営の方法につい
て理解する。 

C5 IT活用実践 斎藤 俊則 3.0 オンライン
(OD＋RT） 

IT 活用の教育方法につ
いて理解する。 

 D 学校運営科目 
ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 
D1 教育課程編成委員会・学

校関係者評価の運用 
江島 夏実 1.5 オンライン

(OD＋RT） 
職業実践専門課程認定
校における教育課程編
成委員会、学校関係者
評価委員会の運用のポ
イントを理解する。 

D2 説明責任と情報
公開 

江島 夏実 1.5 オンライン
(OD＋RT） 

説明責任と情報公開に
ついて理解する。 
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D3 専門学校経営におけるガ
バナンスとマネジメント 

江島 夏実 5.0 オンライン
(OD＋RT） 

専門学校経営における
ガバナンスとマジジメ
ントの手法について詳
細に理解する。 

D4 専門職教育質保
証の実務 

江島 夏実 4.25 オンライン
(OD＋RT） 

専門職教育質保証の実
務について理解する。 

D5 授業改善の実務 江島 夏実 1.25 オンライン
(OD＋RT） 

授業改善の方法につい
て理解する。 

 E 研修企画科目 
ID 科目名 講師 時間 授業形態 学修目標 
E1 研修方法論 三田地真美 3.25 オンライン

(OD＋RT） 
研修の企画・運用等の
方法について理解す
る。 

 
④ 評価 

【科目評価】 
ID 科目名 講師 評価形態 評価 
A1 MD プログラム

と資格枠組 
江島 夏実 出席状況、試験 出席状況 50%と試験 50%

で評価する 
B1 学修成果指標

（美容分野） 
江島 夏実 出席状況、修了

レポート課題 
出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

B2 ビューティビジ
ネスの国際化 

山中祥弘、
寺本義也、
蒲生茂 

出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

C1 経営観､宇宙観､
人間観､人生観､
宗教観､死生観
など 

大江 弘 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

C2 経営理念研究 佐藤悌二郎 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

C3 日本的経営論 
～経営の美学～ 

執行 草舟 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

C4 中小企業の経営
マネジメント 

根田 正樹 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

C5 企業を永続的に
発展させる理念

青木 仁志 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 
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経営 
C6 仕事を通じて生

きることの大切
さ（誇りと理念） 

田村  潤 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

D1 歌舞伎における
美 

中村 獅童 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

D2 サービス産業の
発展に向けて 

小林 哲也 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

D3 グローバルビジ
ネスマインド 

眞野 聖子 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

D4 ホスピタリティ
とビジネスマナ
ーの必要性 

眞野 聖子 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

D5 ホスピタリテ
ィ・マネジメン
ト 

玉利かおる 出席状況、修了
レポート課題 

出席状況 50%と修了レポ
ート課題 50%で評価する 

E1 まとめ 山中 祥弘 出席状況、試験 出席状況 50%と試験 50%
で評価する 

 
⑤ 運営 

ID 項目 記入欄 
5-1 運営体制 

（責任者、組織） 
ハリウッド大学院大学 学長 山中 祥弘 
（国際交流センター長 川島鋼太郎） 

5-2 学費等設定 （委託事業のため無料） 
5-3 講師選定 勤務姿勢マネジメント科目のうち、グローバルビジネス

マネジメント、ホスピタリティ・マネジメントは内部講
師が任にあたり、その他の科目は業界のオーソリティと
もいうべき外部講師が任にあたる。 

5-4 履修管理 大学院事務局が、出席状況、修得レポート課題その他の
情報を受講者ごとに管理する仕組みを構築する。 

【記入要領】 
5-1 当該プログラムの運営に関わる組織、人を明記 
5-2 学費、実習費、受験料等、必要な費用を明記 
5-3 講師の選定基準・方法等を明記 
5-4 履修管理方法、出席管理、成績管理、オンライン学習管理の方法を明記 
【昨年度の例】 
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ID 項目 記入欄 
5-1 運営体制 

（責任者、組織） 
星槎大学大学院教育実践研究科 研究科長 大野精一 

5-2 学費等設定 （委託事業のため無料） 
5-3 講師選定 内部講師については専任の教員があたる 

外部講師については一般社団法人専門職高等教育質保
証機構の者があたる 

5-4 履修管理 出席はオンライン授業の中で確認。成績管理について
は、大学院事務局の者が出席率、修得レポート課題等の
情報を管理する。 

 
⑥ 広報 

ID 項目 記入欄 
6-1 受講者募集方法 本年度については内部の職員が対象であるため、外部の

受講生を募集するためのホームページ等はない 
6-2 ホームページ https://fdsd.qaphe.com/ 
6-3 成果の公開・共有

の内容・方法 
本報告書や、一般社団法人専門職高等教育質保証機構の
文部科学省委託事業のページ等において紹介する。 

6-4 制度の普及・促進
策 

6-2 に示した Web サイトに、制度の普及・促進策等の
ページを用意する 

6-5 費用対効果 （委託事業のため、費用対効果の測定は行っていない） 
【記入要領】 

6-1 募集時期、対象、媒体、内容など受講募集の計画を立て、実行する上考慮すべき 
  ことを明記する 
6-2 ホームページのURL。また、内容作成・更新のタイミングなど、募集活動や 
  学校（または企業など）を広く知ってもらうための方策を明記する。また、広報 
  に役立てるアクセスログの解析方法について明記する 
6-3 履修証明プログラムなどの成果を公開する方法、またその内容などを明記する 
6-4 履修証明プログラムなどの制度を広く知ってもらうための方策を明記する 
6-5 各広報手段の分析と、費用対効果見極めの基準を策定する 
【昨年度の例】 

ID 項目 記入欄 
6-1 受講者募集方法 専門学校職業実践専門課程認定校に郵便やメール等を

通じた営業活動を行って募集した。23 名が応募した。 
6-2 ホームページ 本学のホームページおよび一般社団法人専門職高等教

育質保証機構のホームページに掲載した。 
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6-3 成果の公開・共有
の内容・方法 

一般社団法人専門職高等教育質保証機構の文部科学省
委託事業のページに、「専門職教育支援士」履修証明プ
ログラム実施報告書を掲載した。 

6-4 制度の普及・促進
策 

本学では各種の履修証明プログラムを実施しており、そ
の成果等を各ホームページで公開している。 

6-5 費用対効果 本事業は文部科学省委託事業であるため、費用対効果の
測定方法、実際の測定結果などは、現段階において測定
していない。 

 
⑦ その他 

ID 項目 記入欄 
7-1 企業連携 企業とリアルタイムで連携した授業は実施していない。 

【記入要領】 
7-1 授業を企業と連携して行うときに、その内容、時間、授業形態などを明記する。 
【昨年度の例】 

ID 項目 記入欄 
7-1 企業連携 カリキュラム編成、教材作成等の機会において企業と連

携するなどの試みを行った。 
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4 履修証明プログラムの構築 

4.1 ご案内と受講申込み方法 
 2021 年 10 月 1日、本学教職員に対して、「専門職教育マネジメント（美容）」と称する履
修証明プログラムの実施を案内し、その案内の中で受講者を募集した。受講希望者は 10名
であった。 
 

4.2 受講案内 
 受講案内は次に示すものである。 
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4.3 シラバス 
 「専門職教育マネジメント（美容）」履修証明プログラムのシラバスは、令和 4 年 2月 28
日現在、一部未整備である。同履修証明プログラムの Moodleサイトの上で整備する予定で
ある。 
 

4.4 受講の手引き 
 本プログラムは、リアルタイムでの実施を基本とするので、そのような実施形態の中では、
特に、オンライン学習用の受講の手引きは必要ないとの観点から、受講方法に関する「受講
の手引き」は用意していない。しかし、リアルタイムとは言え、すべての講座を録画した映
像での受講も認めることとしたので、オンライン学習用の「受講の手引き」は、Moodleサ
イトからダウンロードできるようにした。 
 

4.5 修得レポート課題 
 「専門職教育マネジメント（美容）」履修証明プログラムの修得レポート課題は、令和 4
年 2 月 28 日現在、一部未整備である。同履修証明プログラムの Moodle サイトの上で整備
する予定である。 
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5 履修証明プログラムの実施と評価 
 
本報告書の作成時点では、「専門職教育マネジメント（美容）」履修証明プログラムはまだ

実施中である。全科目の授業の実施と評価については、プログラム終了後に、とりまとめ、
履修証明プログラム実施報告書として当機構ホームページにアップする。 
 
https://qaphe.com/ 
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資料 1 各講座の配布資料 1 

A1 MD プログラムと資格枠組 

 

 
1 以下、講師の許諾を得たもののみ掲載した。 
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B1 学修成果指標（美容分野） 
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B2 ビューティビジネスの国際化 
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C2 経営理念研究 
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C3 日本的経営論 ～経営の美学～ 



103 
 



104 
 



105 
 



106 
 



107 
 



108 
 

 

  



109 
 

C5 企業を永続的に発展させる理念経営 
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資料 2 受講の手引き（オンライン学習用） 
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令和３年度文部科学省 
職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進 

（２）教職員の資質能力向上の推進 ② 教職員研修プログラムの構築 
 

体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・普及・展開 
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